
小学校中学校英語教育連携研究会 研修実態調査用紙（２００８）

お願い：

この枠の中は、統計的整理のために必要なことがらです。報告書等にまとめ公開する際には

地域や個人が特定できる情報は、貴教育委員会のご許可がある場合をのぞき、全て伏せます

ので、ご理解の上ご記入ください。

回答者：

＿＿＿＿＿＿＿県 _＿＿＿＿＿________ 市 ・ 町 ・ 村 （○を付けてください）

部署・官職 ＿＿＿＿＿＿＿課 ＿____＿＿＿＿＿＿

担当校種・分野（○を付けてください）

小学校 ・ 中学校、

教科担当 ・ 総合的な学習の時間担当 ・ 外国語活動担当

国際理解教育担当 ・ 教員研修担当 ・ その他 ＿_______________________＿

後ほど質問などをさせていただければ幸いです。よろしければ以下もお書きください。

氏名 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 電話番号またはｅメール___________________________

● 小学校教員対象の研修についてお尋ねします。PART I

問 ．小学校の英語活動に関する研修を実施していますか？1
１ 平成 年度までに実施している ２ 年度以降に実施する予定20 21
３ 平成 年度に引き続き 年度も実施を予定 ４ 実施予定なし20 21

上記で１，２，３のいずれかを選んだ方は、さらに２以降の質問にもお答えください。

問 ．どのような形態の研修ですか？2
１ 任意 今年度実施回数 ＿＿＿＿回、延べ（ ）時間

２ 義務（各校から担当者が出る）今年度実施回数 ＿＿＿＿回、延べ（ ）時間

３ 悉皆 今年度実施回数 ＿＿＿＿回、延べ（ ）時間

４ その他（ ）今年度実施回数 ＿＿＿＿回、延べ（ ）時間

問 ．実施する研修は、どの区分で実施していますか （複数回答可）3 。

１ 初任者研修 ２ ３年目・６年目などの経験者研修 ３ 任意の一般研修

４．特定教育課題別研修（その時々の教育課題に応じた研修） ５．教科等研修の扱い

問 ．どのような教員に向けて研修を実施していますか？ （複数回答可）4
１ 初任者 ２ 中核 ３ 管理職 ４ 特定しない

問 ．どのような形式の研修ですか？（複数回答可）5
１ 講義形式 ２ ワークショップ ３ 講義とワークショップの両方

４ 授業実践観察と合評会 ５ その他（ ）

形式について説明するべきことがあれば枠内にご記入ください。
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問 ．研修講師について教えてください（複数回答可）6
大学教員 大学以外の機関・団体の研究者・実践者1 2
県内（地域内）の小学校教員 教育委員会や教育センターの指導主事3 4

（ ）5 6 7中学校・高校英語科教員 英会話教室講師 市民 英語支援員等

自治体雇用の （ プログラムや地域の単独雇用） その他8 ALT JET 9

問 ．研修の目的は次うちのどれですか？7
１ 総合的な英語力の向上 ２ 英語で授業を行うための教室英語・指導技術・方法

３ 教材・教具の作成・選定 ４ 授業案・年間指導計画

５ との打ち合わせに必要なコミュニケーション能力ALT
６ とのティーム・ティーチングの方法ALT
７ 評価の方法 ８その他（ ）

問 ．研修の内容には、中学校との連携を進めるための内容が入っていますか？8
１ 入っている ２ 取り入れる予定 ３ 取り入れる予定はない

問 ．小学校教員と中学校の英語教員との合同の研修は実施していますか？9
１ 平成 年度までに実施している ２ 年度以降に実施する予定20 21
３ 平成 年度に引き続き 年度も実施を予定 ４ 実施予定なし20 21

問 ．小学校外国語活動の必修化を踏まえ、研修内容をどのように変更しましたか？10
１ 変更しない ２ 変更する予定

３ 変更した

変更内容：

問 ． （県雇用、市町村の単独雇用、 プログラムを含む）の小学校配置については11 ALT JET

どのような状況ですか。

１ ベース校勤務のＡＬＴ（ ）人／全小学校数（ ）校

２ 他のベース校などからレギュラー訪問がほとんどである。

３ レギュラー訪問とワンショット訪問を適宜行っている。

４ ワンショットの訪問が主である。

５ その他 （ ）

問 ． を対象とした、英語活動、外国語活動に特化した研修を実施していますか？12 ALT
１ 平成 年度までに実施している ２ 年度以降に実施する予定20 21
３ 平成 年度に引き続き 年度も実施を予定 ４ 実施予定なし20 21
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問 ．上の問 でお答えいただいた研修の内容は、どのようなものですか。13 13
１ 小学校英語の理論について

２ 小学校英語の現状について

３ ティーム・ティーチングの指導法について

４ 小学校の教科書・教材の活用方法について

５ 教材・教具の作成について

６ カリキュラム・シラバスの作成について

７ 小学校教員とのコミュニケーションの取り方について

８ 効果的な教室英語の使用などについて

９ その他（ ）

問 ． （ネイティブ 以外の英語教師・支援者）を配置していますか。14 JTE ALT
１ 配置していない ２ 配置している ３ ＿＿＿年度から配置予定

問 ．上の問 で ， と解答した場合、どのような人材かをご説明ください。15 14 2 3

問 ． の、小学校への配置がある場合、どのよう状況ですか。16 JTE
１ ベース校勤務の （ ）人／全小学校数（ ）校JTE
２ 他のベース校などからレギュラー訪問がほとんどである。

３ レギュラー訪問とワンショット訪問を適宜行っている。

４ ワンショットの訪問が主である。

５ その他 （ ）

問 ． を配置している場合、彼らを対象に小学校英語に特化した研修を実施しています17 JTE
か？

１ 平成 20 年度までに実施している ２ 21 年度以降に実施する予定

３ 平成 20 年度に引き続き 21 年度も実施を予定 ４ 実施予定なし

問 ． への研修を実施している場合、その内容は何ですか。複数回答可。18 JTE
１ 小学校英語の理論について

２ 小学校英語の現状について

３ ティーム・ティーチングの指導法について

４ 小学校の教科書・教材の活用方法について

５ 教材・教具の作成について

６ カリキュラム・シラバスの作成について

７ 小学校教員とのコミュニケーションの取り方について

８ 効果的な教室英語の使用などについて

９ その他 （ ）
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Ⅱ小学校中学校英語教育連携研究会 研修実態調査用紙（２００８） PART

以下をお答えくださる方が、1,2 ページと同じ方ならこの枠内への記入は不用です。

部署・官職 ＿＿＿＿＿＿＿課 ＿____＿＿＿＿＿＿

担当校種・分野（○を付けてください）

小学校 ・ 中学校、

教科担当 ・ 総合的な学習の時間担当 ・ 外国語活動担当

国際理解教育担当 ・ 教員研修担当 ・ その他 ＿_______________________＿

後ほど質問などをさせていただければ幸いです。よろしければ以下もお書きください。

氏名 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 電話番号またはｅメール___________________________

● 中学校教員対象の研修についてお尋ねします。PART II

問１．小学校の英語活動に関連する研修を、中学校教員に実施していますか？

１ 平成 20 年度までに実施している ２ 21 年度以降に実施する予定

３ 平成 20 年度に引き続き 21 年度も実施を予定 ４ 実施予定なし

上で１，２のいずれかを選んだ方は、さらに問２以降の質問にもお答えください。

問２．どのような形態の研修ですか？

１ 任意 今年度実施回数 ＿＿＿＿回、延べ（ ）時間

２ 義務（各校から担当者が出る）今年度実施回数 ＿＿＿＿回、延べ（ ）時間

３ 悉皆 今年度実施回数 ＿＿＿＿回、延べ（ ）時間

４ その他（ ）今年度実施回数 ＿＿＿＿回、延べ（ ）時間

問３．実施する研修は、どの区分で実施していますか。

１ 初任者研修 ２ ３年目・６年目などの経験者研修 ３ 任意の一般研修

４．特定教育課題別研修（その時々の教育課題に応じた研修） ５．教科等研修の扱い

問４．どのような教員に向けて研修を実施していますか？ （複数回答可）

１ 初任者 ２ 中核 ３ 管理職 ４ 特定しない

問５．どのような形式の研修ですか？（複数回答可）

１ 講義形式 ２ ワークショップ ３ 講義とワークショップの両方

４ 授業実践観察と合評会 ５ その他（ ）

形式について説明するべきことがあれば枠内にご記入ください。
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問６．研修講師について教えてください（複数回答可）

大学教員 大学以外の機関・団体の研究者・実践者1 2
県内（地域内）の小学校教員 教育委員会や教育センターの指導主事3 4

（ ）5 6 7中学校・高校英語科教員 英会話教室講師 市民 英語支援員等

自治体雇用の （ プログラムや地域の単独雇用）8 ALT JET
その他（ ）9

問７．研修の内容は次うちのどれですか？

１ 小学校英語の理論 ２ 小学校英語の現状

３ 小学校英語の指導法、教材の活用方法 ４ 小学校教育全般の現状

５ 児童心理、児童理解

６ 連携したカリキュラム・シラバスの作成

７ 小学校英語との連携を意識した中学校英語の指導法、教材の活用方法

８ 小学校教員とのＴＴの方法

９ その他（ ）

ご協力、有り難うございました。


